
 

 

保健・安全指導 

  1  全体構想 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

保健指導 安全指導 食に関する指導 運動に関する指導 環境美化指導 
 
保健室経営計画 
①望ましい生活習慣（睡眠・
食事・運動・メディアリテ
ラシーの育成）の確立、
「いのちの教育」を核とし
た心身の健康の保持増進を
図る生徒を育てる。 

②う歯、近視、生活習慣病等
の予防と早期発見、早期治
療のため、家庭と連携を図
りながら、自らの健康な生
活を営む能力や実践的な態
度を育てる。 

 
・日常生活の安全に
ついて身近な危
険を予測・判断
し、安全に行動す
る能力や態度を
育てる。 

・災害に対して、自
らの安全を考え
て行動すること
ができるように
必要な知識、技能
を身に付け、主体
的に行動する態
度を育てる。 

 

・準備から後片付けまでの一連の指導を

通して、食事のマナーを身に付ける。 

・心身の成長や健康の保持増進のための

望ましい栄養や食事の摂り方を理解

し、自ら管理していく能力を身に付け

る。 

・自ら判断して食品を選択する能力を身

に付ける。 

・食事を大事にし、食物の生産等に関わ

る人々に感謝する心を育む。 

・望ましい食習慣の育成や協力性、奉仕

の精神の育成を図る。 

・各地域の産物、食文化や食に関わる 

歴史等を理解し、尊重する心を育てる。 

 
・体格・体力・運動
能力ともにバラ
ンスのとれた体
を目指して、保健
体育科と部活動
との連携を図る。 

・体育的行事を通し
て、意欲をもって
運動に取り組む
ことができるよ
う支援する。 

 
・美しい環境を
保ち、校舎に
誇りと愛着を
感じて生活し
ようとする生
徒を育てる。 

・黙働による清
掃の取組を推
奨し、勤労と
奉仕の精神を
育てる。 

 
・清掃活動の推
進による美化
意識の向上 

・自主清掃 
・清掃時間の徹
底 

・机椅子のフェ
ルト交換  

 
〇心身の健康教育 

《 GRIP (自殺予防教育) 》 
・早期の問題認識 
・援助希求的態度の育成 
・ストレス対処スキルの育成 
〇望ましい生活習慣の定着 
・メディアと心身の健康 
〇性に関する問題等の体系的
な指導の充実 

・性感染症の予防等 
〇喫煙、飲酒、薬物乱用に関
する指導 

◎学校保健委員会  

 
･安全点検 
･交通安全教室 
･避難訓練、避難経
路の確認 
･不審者に対する対
応と安全確保  
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･体力や運動能力の
把握 
･部活動との連携に
よる運動の習慣化
の推進 

 
◎学校保健委員会… 
学校における心身の健康問題を研究・
協議し、健康づくりを推進する。 

 年２回開催し、健康・体力・食育に関
する指導を行う。 
体力や運動能力の実態と課題を把握
し、改善策等を協議する。  

◎食物アレルギー対応委員会  

 

家庭・地域との連携 生徒会活動 
 
・保健だより、生活ノー
ト、「とやまゲンキッズ
作戦」の活用 

・学習参観日や保護者懇
談会での情報交換や協
力の依頼 

・学校保健委員会の開催 

  
・衛生委員会 

①健康的な生活習
慣の確立に向け
た取組 

②生徒集会での啓
発活動 

保健・安全管理 

生活の管理 心身の管理 環境の管理  
･学校生活における健康
で安全な生活を送るた
めのきまり 
･行事等に対する事前・
事後指導 
･休日や長期休業中の生
活に対する事前・事後
指導 

 
･健康診断や保健調査票、
健康観察による健康管理
と事後指導 
･継続的な観察や配慮を要
する生徒への個別指導 
･事故・災害発生時の対応 

 
･環境点検・安全点検 
･環境の美化と衛生管理 
･施設の管理 
（照明、電気、給排水） 
･備品や薬品の管理 
･防災管理 

（地域の実態） 
教育に対する関心が高く、学校

教育にも大変協力的である。 

（目指す生徒の姿勢） 
◇元気よく挨拶や返事ができる。 
◇時間を守って行動ができる。 
◇時と場に応じた適切な言動が
できる。 

◇進んで清掃に取り組むことが
できる。 

◇互いを認め合い、協力して活動
することができる。     

◇高い目標をもち、失敗を恐れ
ず、互いに磨き合うことができ
る。 

 

（生徒の実態） 
・とやまゲンキッズ作戦」の結果より、
就寝時間が遅い 21%、テレビ･ゲーム･
インターネットの使用時間が長い
21%、イライラすることがよくある 12%
であり、メディアリテラシーの育成を
図るための家庭でのルールづくりや
自制心を高められるような取組が必
要である。 
・朝すっきり目覚められない 9%、授業
中に眠くなる生徒が 21%であり、昨年
度からの改善はほぼない。 
・心配事や悩みを聞いてもらっている
64%、自分を信頼してくれる人がいる
66%で昨年度より低い。自己有用感が
高まるような取組を行いたい。 
 

 
心豊かで、創造力と実践力のある自立した人間の育成 

    
  【友愛】 品位があり、友愛の精神に満ちた生徒 

  【創造】 自ら学び、創造的な知性を身に付けた生徒 
【剛健】 希望をもち、剛健な心身で生きる生徒  

学 校 教 育 目 標 

  
・自分の生活を見直すことで心身の健康状態を把握し、健やか
な身体の育成と生涯にわたって主体的に健康な生活を営む能
力を身に付け、継続的に実践する生徒を育てる。 

・自他の生命を尊重し、自ら安全に行動する能力や態度を育て
るとともに、安全な環境づくりに努める生徒を育てる。 

保 健 安 全 指 導 目 標 

◎家庭・地域・学校の一体化 
◎小学校との連携 

◎全教職員の共通理解による 
協力体制 

◎温かい人間関係 
◎温かい学級・つながり 
◎生徒と教職員の信頼関係 

 

＜日常的な指導実践の場＞ 基本的生活習慣の形成と望ましい人間関係の形成  
・登下校 生徒会を中心とした挨拶運動 ・休み時間 友達との友好関係の構築、時間を意識した行動 
・清掃活動 勤労奉仕と師弟同行    ・給食 望ましい食習慣、協調性や奉仕の精神の育成、食への感謝 

・係や委員会の日常活動 一人一人の活動への支援、認め、励まし 


